










山塞・?? < 79 >かず お
和夫
博士の専攻分野の名称 博 士(工 学)
学位記番号第 11017 号
学位授与年月日 平成 5 年 12 月 15 日









第 2 章では，本研究で使用した縦波 EMAT 及び横波 EMAT の送受信の原理及びその基本特性を，理論的に検討
した。さらに EMAT の各種検査・計測への従来の応用例を調査し概説する事により本研究の位置づけを明確にした。
第 3 章では， 900 0C近傍の高温鉄鋼材料の検査・計測への EMAT の応用に関する基礎検討を行った。横波は高温
での減衰が大きいことより，縦波の利用に限定し外部磁界を利用した発生方式の EMAT と高周波電流自身で発生













のパラメータすなわち屈折屈折角度差と音速比が， 1 つの方位分布係数 W 420を介して近似的に対応することを理論
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的に明かにした。また JIS Z 3060に基底された音響異方性測定の 1 方法である音速比を， EMAT を置き直すことな
く，簡便に測定できる測定装置の開発を行った。その測定精度は十分実用的であり，且つ100 0C まで使用可能である
ことを確認した。
第 6 章では，音弾性を原理とした鉄道用車輪の残留応力測定への横波 EMAT の応用研究を行った。その結果



















点の計測を行う EMAT を開発し継目無鋼管の熱間製造プロセスにおける肉厚測定が士 O. lrnrnの精度で行えること
を確認しその実操業への適用も実施した。
つぎに，集合組織を定量的に表す方位分布係数と制御圧延鋼板の音響異方性とを解析的に関連づけ， これにもとづ
き溶接部の斜角探傷時の欠陥評価に影響する制御圧延鋼板の音響異方性を100 0Cまでの温度で実用に十分な精度で測
定できる測定装置の開発をおこなった。
最後に，音弾性法による鉄道用車輪の残留応力測定をおこなうため，探触子を置き換えることなく 2 方向に振動す
る横波音速を短時間で測定することができる測定装置を開発しそれにより:t20MPa の精度で応力を評価できるこ
とを確かめた。これを用いて ED79型電気機関車用車輪について一年間の追跡調査において車輪踏面部の残留応力変
化が十分評価でき，安全性を確認することができた。
以上の研究成果は，材料の非破壊評価技術の向上に貢献するものであり，博士(工学〉の学位論文として価値ある
ものと認める。
